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東海大学名誉教授／元東海大学学長
田中 俊六

　福島第一原発事故以降、日本では多くの国民が、再生可能エネルギーの利用促進を支持する

ようになってきています。また、前政権は、2030年代までにすべての原発を廃止することを宣言

し、風力、水力、太陽光といった再生可能エネルギーを大規模に導入する計画を明らかにしまし

た。しかし、狭い国土、比較的穏やかな気候、GDPや電力需要の大きさ、といった条件の下にあ

るわが国は、十分な量の再生可能エネルギーに恵まれているわけではありません。

　さらに、再生可能エネルギーの利用技術は、太陽光を除き、古典的な熱力学に基づいたもの

であるため、短期的な技術改良の余地は限られていると考えます。

　わが国としては、これから2030年にかけて、化石燃料（シェールガス）、原子力、そして比較的

小さな割合の再生可能エネルギーといった、さまざまなエネルギー源のベストミックスを追求し

ていく必要があります。

■公開講演会 ～グリーンなアジアを創造する～ ■国際連携大学からのメッセージ

「再生可能エネルギーは日本を救えるか？」

九州大学人文科学研究院教授
後小路 雅弘

　過去20年間、東南アジアは、冷戦構造の崩壊、目覚ましい経済成長、グローバル化、伝統的価

値観の浸食、環境破壊などによって、急激な政治的、経済的、社会的変化に見舞われました。彼

の地のアーティストたちが、自らの制作活動を通して、こうした変化や発展にどのように応答しよ

うとしてきたのかを、具体的な作品を紹介しながら見ていきたいと思います。

Professor, Department of Chemical Engineering and
Dean of International & Alumni Relations

Prof. R. Nagarajan

インド工科大学マドラス校（インド）

I sincerely hope that the initiative of the Green Asia program will provide an 
opportunity to research scholars and faculty members for an academic and 
research exchange in the areas of mutual interest related to the field of energy 
and environment.  

「現代美術から見る東南アジアの文化と社会」

九州大学グリーンアジア国際セミナー
Kyushu University International Seminar on Global Strategy for Green Asia

Dean of Faculty of Engineering & Technology, Professor, Applied Physics 
Electronics & Communication Engineering,
Director, Renewable Energy Institute

Prof. Md. Sekul Islam

It is a great pleasure and opportunity for me, my colleagues and students to be 
with you in “Green Asia” program of Kyushu University. I believe that It is a 
wonderful program to deal with greening and economic development of Asia. 
Through this program I hope it will be possible to develop leadership in sci-
ence and engineering among the collaborative partners. I assure you all pos-
sible help and co-operation from our University. I wish a great success of the 
“Green Asia” program.

ダッカ大学（バングラデシュ）


